
 

科 目 名 乳児保育Ⅰ B 単位 2.0 

担当教員 冨山 幹子 

授業形態 演習 開講期間 前期 配当年次 2 授業番号 3414 

 

●授業のテーマ 

◎一人ひとりの乳児が育てられるための発達と保育の基礎知識学ぶ。 

 

 

●到達目標 

①乳児保育の概念と意義について理解する。 

②０，１，２歳児の心身の発達特徴を理解する。 

③乳児保育の現状を理解する。 

 

 

 

●学習内容(授業概要) 

◎乳児期の現状を理解し、乳児保育の担い手としての基礎を学ぶ。 

◎０，１，２歳児の発達上の特徴を学び、乳児期の意義や必要性を理解する。 

◎乳児保育の歩みと現状、乳児の生活、遊び、保健、家庭との連携等の情報収集や事例検討を通して、演習

など体験的に学ぶ。 

 

 

●学習内容(授業計画) 

≪前期≫ 

1. ガイダンス（授業の進め方）  

2. 乳児保育の概念と意義 

3. 乳児保育の一日（保育園） 

4. 乳児院の一日 

5. 家庭的保育の一日 

6. 乳児の発達と保育内容（６か月未満） 

7. 乳児の発達と保育内容（６か月～１歳３か月） 

8. 乳児の発達と保育内容（１歳３か月～２歳未満） 

9. 乳児の発達と保育内容（２歳～３歳） 

10. 身体機能の発達と保育（運動機能） 

11. 身体機能の発達と保育（手指機能） 

12. 生活習慣の獲得と保育（食事） 

13. 生活習慣の獲得と保育（排泄） 

14. 生活習慣の獲得と保育（午睡） 

15. まとめ 

 

 

●準備学習・事後学習の内容 

◎準備学習：授業テーマに関したテキストの内容の予習。 

◎事後学習：疑問に思ったことや質問事項等は、次回の授業で発言できるようにまとめておく。 

◎グループ討議に必要な資料収集を準備しておく。 

 

 

 



●成績評価方法・基準 

◎筆記試験（５０％） 

◎平常点 （２０％） 

◎ノート等提出物 （２０％） 

◎振り返り内容（１０％） 

 

 

●テキスト（必携） 

≪№1.≫書籍名：乳児の生活と保育、著者名：松本園子 編著 他 7名、出版社：ななみ書房、販売先：(株)DO 

≪№2.≫書籍名：乳児の発達と保育 遊びと育児、著者名：園と家庭を結ぶ「げんき」編集部、出版社：エ

イデル研究所、販売先：(株)DO 

必ず購入してください。 

 

 

●参考文献／その他 

◎書籍名：はじめて学ぶ乳児保育、著者名：志村聡子編著、出版社：同文書院 

◎書籍名：やさしい乳児保育、著者名：早川悦子、池田りな、伊藤輝子編著、出版社：青踏社 

◎書籍名：乳児保育演習ガイド、著者名：高内正子、梶美穂編著、出版社：建帛社 

 

 

●履修上の注意 

◎自分の意見をもって意欲的に授業に参加してください。 

◎グループ活動を通して、メンバーと力を合わせて活動しましょう。 

◎受講生は、A4版ノートを準備して学びを整理しましょう。 

 

 


